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はじめに v

はじ

ーム、ムービー、CD、MP3ソング、

ソリューションです。Sound 

り、リアルで多次元的なサウンド

ディオ体験を実現します。Sound 

最適なCPUの動作で最高の忠実度

み合わせることによりEAX対応

ドサウンドで楽しんだりすること

考えならば、複数のデジタル機器

オプションが用意されています。

への光接続が含まれます。

Sou
Liv

ご使用

ケージ

ケーブ

ありま
めに

Sound Blaster Live! 5.1、又は、Sound Blaster Live! 5.1 Digital Audioはゲ

及びその他のインターネットエンターテイメントに最良のオーディオ

Blaster Live!は最先端のオーディオ規格であるEAXをサポートしてお

とマルチテクスチャーの音響環境を生成して非常にリアルな3Dオー

Blaster Live!に搭載された強力なEMU10K1オーディオプロセッサーは

と絶対的な明瞭さをもたらします。5台、又は、6台のスピーカーと組

ゲームでリアルな3Dオーディオを体験したり、正真正銘のサラウン

が出来ます。

将来ミュージックやオーディオコンテンツを自分で制作することをお

やアナログ機器を同時に接続出来るようにするためのアップグレード

これらにはキーボードや他の楽器、そしてMiniDiscやDATレコーダー

nd Blaster 
e! 5.1の同梱品

Sound Blaster Live! 5.1の製品パッケージの内容は以下のとおりです。

❑ Sound Blaster Live! 5.1カード

❑ デジタルCDオーディオケーブル

❑ アナログCDオーディオケーブル

❑ インストールCD

❑ クイックスタートガイド

❑ マニュアル (CD内 )

❑ ハードウェア保証書 /テクニカルサポート情報 (CD内 )

のモデルによってはパッ

にアナログCDオーディオ

ルが付属していない場合が

す。
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Sou
Liv
Aud

シス
確認 tium 100%互換CPUを使用した 100% 

ボードチップセット

 (Professional版SP2以降 )、又は、

! 5.1 Digital Audioのみ )

ご使用

ケージ

ケーブ

ありま
nd Blaster 
e! 5.1 Digital 
ioの同梱品

❑ Sound Blaster Live! 5.1カード

❑ デジタルCDオーディオケーブル

❑ アナログCDオーディオケーブル

❑ インストールCD

❑ クイックスタートガイド

❑ マニュアル (CD内 )

❑ ハードウェア保証書 /テクニカルサポート情報 (CD内 )

❑ オプティカル I/Oカード

❑ オプティカル I/Oカード接続用デジタルケーブル

テム条件の このサウンドカードに必要な動作環境は、以下のとおりです。

❑ Pentium II以上の Intel純正CPU、又は、同等の性能を持つ Intel Pen

DOS/V互換PC

❑ Intel純正のマザーボードチップセット、又は、100%互換マザー

❑ Windows 98 SE、Windows Me (Millennium Edition)、Windows 2000
Windows XP

❑ 128MB以上のメインメモリー

❑ 300MB以上のHDD空き容量

❑ PCI 2.1仕様の空きPCIスロット 1つ

❑ オプティカル I/Oカード用の空きスロット1つ (Sound Blaster Live

❑ 空いている (シェアリングしていない )使用可能な IRQ1つ

❑ ヘッドフォン、又は、アンプ内蔵スピーカー (別売 )

❑ ソフトウェアインストール用のCD-ROMドライブ

のモデルによってはパッ

にアナログCDオーディオ

ルが付属していない場合が

す。
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やドライバのアップデートの為に必

要なディスク容量の概略値をインス

を超えるものあるかもしれません。

をご確認下さい。パッケージに含ま

により高度のシステム環境やマイク

のオンラインヘルプを参照して下さ

ドラ
デー

ダウンロード (注：全てのアプリ

必要最小限のドライバアップデート

。

詳細 に含まれるさまざまなアプリケー

い。

ドライバの更新などに関する情報が
❑ インターネットにアクセス可能な環境 (オンラインユーザー登録

須 )

Sound Blaster Live!は、選択したハードディスクでインストールに必

トール画面で表示します。アプリケーションの中には上に示した値

オンライン文書 (READMEやHELPファイル )を参照して詳細な仕様

れているアプリケーションによっては、基本的な機能を使用するの

が必要になる場合があります。詳細はそれぞれのアプリケーション

い。

イバのアップ
ト

最新のドライバのアップグレードは必要に応じて行なわれ、すぐに

ケーションがダウンロード出来るわけではありません。webでは、

に限定されます。)出来るので、カードを常に最新の状態に保てます

情報 MIDI仕様やコネクタピンの割り当て、そしてオーディオパッケージ

ションの使用方法については、オンラインのヘルプを参照して下さ

http://japan.creative.comでは購入方法、テクニカルサポート、最新

提供されます。

http://japan.creative.com
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表記 が使用されています。

作業を続ける前に考慮し

つ注意を表します。

ージを与える危険性を表
の規則 このガイドでは必要な情報を探しやすくするために以下の表記規則

ノート型のアイコンは特に重要な情報を示しており、

ておく必要があります。

アラーム時計は危険を伴なう状況を避けるために役立

警告のマークは人体を傷つけたり機器に恒久的なダメ

します。
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ハー

用意

Sou
Liv

て下さい。

Sound 

つ、So

Audio

PCIス

ご使用

ケージ

ケーブ

ありま

アナログCDオーディオケーブル
ドウェアの取り付け

するもの

nd Blaster 
e! 5.1

取り付けを行う前に、以下のパーツと工具がそろっているか確認し

Blaster Live! 5.1の場合は 1

und Blaster Live! 5.1 Digital 

の場合は 2つの使用可能な

ロットが必要です。

のモデルによってはパッ

にアナログCDオーディオ

ルが付属していない場合が

す。

Sound Blaster Live! 5.1カード

プラスドライバー
(同梱されていません )

デジタルCDオーディオケーブル
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Sou
Liv
Aud

ご使用

ケージ

ケーブ

ありま

アナログCDオーディオケーブル
nd Blaster 
e! 5.1 Digital 
io

のモデルによってはパッ

にアナログCDオーディオ

ルが付属していない場合が

す。

Sound Blaster Live! 5.1カード

プラスドライバー
(同梱されていません )

デジタルCDオーディオケーブル

オプティカル I/Oカード接続用
デジタルケーブルオプティカル I/Oカード



ハードウェアの取り付け 1-3

So
Liv
各部

ようなジャックやコネクタがあり

ライン

力ジャ

の 4.1チ

テムに

又、ア

ジャッ

は 5.1チ

テムの

サブウ

ことが

各部の

れた図

さい。

、及びポート

11

12
und Blaster 
e! 5.1カード
の説明

SBLive! 5.1カードには、他のデバイスを接続することが出来る以下の

ます。

出力ジャック、及びリア出

ックは、例えばCreative製

ャンネルスピーカーシス

使用することが出来ます。

ナログ /デジタル出力

クは、アナログモード時に

ャンネルスピーカーシス

センタースピーカー、及び

ーファー (LFE)に使用する

出来ます。

説明を読むには、丸で囲ま

中の番号をクリックして下

図 1-1 Sound Blaster Live! 5.1カードのジャック、コネクタ

98

7

6

1

10

2

3

4

5
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トの説明

します。4.1/5.1スピーカーシス

す。

します。ヘッドフォンの接続も

合は、フロントスピーカーを接

接続します。

ヤーなど )に接続します。

続用の 6 (5.1)チャンネル、又

システムを接続するためのセン

力もサポートします。

)

図に戻

るか、

をクリ
表 1  ジャック、コネクタ、及びポー

番号 説明

1 ジョイスティック /MIDIコネクタ
ジョイスティックやMIDIデバイスを接続します。

2 リア出力ジャック (LIN_OUT2)
アンプ内蔵スピーカー、又は、外付けアンプを接続

テムを接続する場合は、リアスピーカーを接続しま

3 ライン出力ジャック (LIN_OUT1)
アンプ内蔵スピーカー、又は、外付けアンプを接続

出来ます。4.1/5.1スピーカーシステムを接続する場

続します。

4 マイクロフォン入力ジャック (MIC_IN)
音声入力用の外付けコンデンサーマイクロフォンを

5 ライン入力ジャック (LIN_IN)
外付けデバイス (カセット、DAT、MiniDiscプレー

6 アナログ /デジタル出力ジャック
外部デジタル機器やデジタルスピーカーシステム接

は、AC-3 SPDIF出力です。5.1アナログスピーカー

タースピーカー、及びサブウーファーのアナログ出

7 Creative専用リザーブコネクタ (使用しません

8 TADコネクタ (TAD)
標準的なボイスモデムとモノラル接続します。

るには  ここをクリックす

又は、表の説明のいずれか

ックして下さい。
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MやDVD-ROMドライブのアナ

ーに内蔵されているオーディオ

(デジタルCDオーディオ出力 )

r Live! 5.1 Digital Audioのみ )。

図に戻

るか、

をクリ
9 CD Audioコネクタ (CD-IN)
アナログCDオーディオケーブルを使用してCD-RO

ログオーディオ出力に接続します。

10 AUXコネクタ (AUX_IN)
TVチューナーやMPEGカードなど、コンピュータ

ソースの出力を接続します。

11 CD SPDIFコネクタ (CD_SPDIF)
CD-ROM、又は、DVD-ROMドライブのSPDIF出力

を接続します。

12 光デジタル I/Oコネクタ
オプティカル I/Oカードを接続します (Sound Blaste

番号 説明

るには  ここをクリックす

又は、表の説明のいずれか

ックして下さい。
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オプ
I/O
(So
Liv
Au

オプテ

タル入

(AC－

ません

 Digital Audio
/Oカード接続
続します。
ティカル
カード
und Blaster 
e! 5.1 Digital 
dioのみ )

オプティカル I/Oカードには 2つの光デジタルコネクタがあります。

ィカル I/Oカードの光デジ

力は、ドルビーデジタル

3)の入力はサポートしてい

。

図 1-2 オプティカル I/Oカード

光デジタル入力 (光角型 )
光デジタル角型コネクタを持つ
DVDプレーヤーやCDプレー
ヤーなどの光デジタル対応機器
に接続します。

光デジタル出力 (光角型 )
光デジタル角型コネクタを持つ
MiniDisc (MD)レコーダーや
DATレコーダーなどの光デジ
タル対応機器に接続します。

SPDIF_IO
Sound Blaster Live! 5.1
に付属のオプティカル I
用デジタルケーブルを接
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取り

ステ

ハー
取り

電源コードを壁のコンセントから

ネジは後で使用するので別に保管し

主電源

電源コ

源ユニ

ソフト

場合、

が持続

の際、

を挿入

能性が

既存の

去り、

能は無

いては

マニュ

B 

ter Live! 5.1 
o

付け手順

ップ1：
ドウェアの
付け準備

1. コンピューターと周辺機器全ての電源を切ります。

2. コンピューターの金属部に触れ身体に帯電した静電気を放電し、

抜き取ります。

3. コンピューターのカバーを取り外します。

4. 空いているPCI拡張スロットから金属プレートを取り外します。

ておきます。
を切ってコンピューターの

ードを抜きます。ATXの電

ットを使用するシステムで

による電源の切断を行った

PCIスロットへの電源供給

される場合があります。こ

スロットにサウンドカード

するとカードを破壊する可

あります。

サウンドカードは全て取り

オンボードのオーディオ機

効にして下さい。詳細につ

お使いのコンピューターの

アルをを参照して下さい。

図 1-3 金属プレートの取り外し

A: 金属ブラケット
B: PCIスロット

A 

B 

Sound Blaster Live! 5.1 Sound Blas
Digital Audi
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ステ
Sou
Liv
取り

て無理な力をかけずに均等に

実にPCI拡張スロット内部に

ウンドカードの隣のスロット

カード

し込ま

ロット

は一度

トに挿

取り付け

3

! 5.1 
ップ2： 
nd Blaster 

e! 5.1カードの
付け

1. 空いているPCI拡張スロットにカードの位置を合わせ図 1-4のようにし

Sound Blaster Live! 5.1カードをスロット内に押し込みます。カードが確

収まっていることを確認します。

2. 取っておいたネジでSound Blaster Live! 5.1カードを固定します。

3. Sound Blaster Live! 5.1 Digital Audioの場合、オプティカル I/Oカードをサ

に取り付け固定します。

を無理にPCIスロットに押

ないで下さい。カードがス

内に適切に収まらない場合

カードを抜き取り、スロッ

入しなおして下さい。

図 1-4 PCI拡張スロットへの Sound Blaster Live! 5.1カードの

2

1

Sound Blaster Live! 5.1 Sound Blaster Live
Digital Audio
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ステ

オプ
カー
ルケ
(So
Live
Aud

Sound Blaster Live! 5.1カードと

Sound 
ケーブ
クタの
ブルを
向きの
差した
正しく
用する
場合が

重大な
に注意
- オプテ
ジタ
Live!
コネ

- オプテ
ジタ
I/Oカ
に接

- 同梱の
続用
ケー
Live!
I/Oカ

の接続

1

ップ3：
ティカル I/O
ド接続用デジタ
ーブルの接続

und Blaster 
! 5.1 Digital 
ioのみ )

1. 図1-5に示すようにオプティカル I/Oカード接続用デジタルケーブルを

オプティカル I/Oカードに接続します。

Blaster Live! 5.1カードに
ルを取り付ける際にはコネ
向きに注意し、正しくケー
取り付けて下さい。誤った
ままケーブルをコネクタに
り、コネクタとケーブルが
接続されていない状態で使
と故障や事故の原因となる
あります。

破損を避けるため、次の点
して下さい。
ィカル I/Oカード接続用デ
ルケーブルをSound Blaster 
 5.1カードの光デジタル I/O
クタに接続する
ィカル I/Oカード接続用デ
ルケーブルをオプティカル
ードのSPDIF_IOコネクタ
続する
オプティカル I/Oカード接
デジタルケーブル以外の
ブルを使用してSound Blaster 
 5.1カードとオプティカル
ードを接続しない

図 1-5 オプティカル I/Oカード接続用デジタルケーブル
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ステ

CD
DV
ブへ
接続

ドライブのアナログCDオーディオ

)コネクタに接続します。

ドライブのデジタルCDオーディオ

PDIF)コネクタに接続します。

• Sou
CD-
ライ

ディ

する

で [
(デジ
を同

い。

• CDD
グC
ジタ

は必

• ソフ
を使

ネク
の接続

A: CD-ROM、又は、DVD-
ROMドライブ

B: アナログCDオーディオ
ケーブル

C: デジタルCDオーディオ
ケーブル
ップ4：
-ROM、又は、
D-ROMドライ
のケーブルの

アナログCDオーディオ出力の接続：

アナログCDオーディオケーブルをCD-ROM、又は、DVD-ROM

出力コネクタとSound Blaster Live! 5.1カードのCD Audio (CD_IN

デジタルCDオーディオ出力の接続：

デジタルCDオーディオケーブルをCD-ROM、又は、DVD-ROM

出力コネクタとSound Blaster Live! 5.1カードのCD SPDIF (CD_S

nd Blaster Live! 5.1カードを
ROM、又は、DVD-ROMド
ブのCD_SPDIFとCDオー
オコネクタの両方に接続

場合には、Surround Mixer
CD (オーディオ )]と [CD 
タル )]オプションの両方
時に有効にしないで下さ

Aを使用する場合、アナロ
Dオーディオケーブルとデ
ルCDオーディオケーブル
要ありません。

トウェアDVDプレーヤー
用する場合、CD SPDIFコ
タは使用しません。

図 1-6 CD-ROM、又は、DVD-ROMドライブと

又は

A 

B C 
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ステ

電源 ます。

ページの「関連周辺機器との接続」

ドライバ、及びアプリケーション」
ップ5：
の接続

1. コンピューターのカバーを取り付けます。

2. 電源コードをコンセントに接続し、コンピューターの電源を入れ

Sound Blaster Live!を他のデバイスに接続する方法については、1-12

を参照して下さい。

ドライバとソフトウェアのインストールについては、2-1ページの「

を参照して下さい。



ハードウェアの取り付け 1-12

関連
の接

自のオーディオ環境を創り出すこと

サウン

クコネ

ムコン

I/Oコネ

15ピン

たアナ

準的な

換性の

出来ま

各部の

れた図

さい。
nd Blaster Live! 5.1カード

6

7

8

周辺機器と
続

Sound Blaster Live! 5.1カードにさまざまな関連周辺機器を接続し、独

が出来ます。接続方法は、図1-7を参照して下さい。

ドカードのジョイスティッ

クタは、標準的なPCゲー

トロールアダプタやゲーム

クタと同一のものです。

Dサブコネクタが装備され

ログジョイスティックや標

PCジョイスティックと互

あるデバイスは、全て接続

す。

説明を読むには、丸で囲ま

中の番号をクリックして下

Line-out

Sou

図 1-7 その他の機器の接続

2

1

3
4

5

コンデンサー
マイクロフォン
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、及びサブウーファーのチャンネ

軸デジタルケーブル (ミニプラグ /

iniDisc、又は、DATに接続します。

関する説明は3-3ページの「アナ

を参照して下さい。

続します。

 Live! 5.1 Digital Audioのみ )。

タルCDオーディオケーブル (右 )

図に戻

か、又

クリッ
表 2  コネクタと機器の説明

番号 説明

1 アナログ /デジタル出力ジャック
アナログモード (デフォルト )：センタースピーカー
ルに接続します。

デジタルモード：デジタルDINケーブル、又は、同

ピンプラグ )を使用して、デジタルスピーカー、M

デジタルモードとアナログモードの切り替え方法に

ログ出力モードとデジタル出力モードの切り替え」

2 ライン入力ジャック (LIN_IN)
カセット、CDプレーヤー、シンセサイザー等と接

3 マイクロフォン入力ジャック (MIC_IN)
マイクロフォンを接続します。

4 ライン出力 (緑 )、リア出力 (黒 )ジャック
Creative製4.1/5.1chスピーカーへ接続します。

5 MIDI/ジョイスティックコネクタ
ゲームパッド、又は、MIDI機器に接続します。

6 光デジタル I/Oコネクタ
オプティカル I/Oカードを接続します (Sound Blaster

7 アナログCDオーディオケーブル (左 )、及びデジ

8 CD-ROM、又は、DVD-ROMドライブ

るにはここをクリックする

は、表の説明のいずれかを

クして下さい。
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Sou
Liv
Aud

照して下さい。

の接続

/Oカード

5

nd Blaster 
e! 5.1 Digital 
ioのみ

オプティカル I/Oカードへの関連周辺機器の接続方法は、図 1-8を参

図 1-8 オプティカル I/Oカードと周辺機器

オプティカル I

光デジタル
入力

光デジタル出力

3

2

4

1
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明

図に戻

か、又

クリッ
表 3  ポート、コネクタ、及び機器の説

番号 説明

1 光デジタル出力

2 光デジタル入力

3 MiniDiscレコーダー

4 DVDプレーヤー

5 SPDIF_IOコネクタ
Sound Blaster Live! 5.1カードへ接続します。

るにはここをクリックする

は、表の説明のいずれかを

クして下さい。
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スピ
テム

トウェアDVDプレーヤーを組み

ます。

ter Live! 5.1カード

7

 Inspire 5.1 
600/5700
ーカーシス
との接続

Sound Blaster Live! 5.1、又は、Sound Blaster Live! 5.1 Digital Audioとソフ

合わせると5.1チャンネルサラウンドサウンドのムービーをご覧になれ

5.1デジタルスピーカーシステム※
を使ったゲーム、音楽再生、及び
DVDムービー鑑賞

Sound Blas

図 1-9 Sound Blaster Live! 5.1カードとスピーカーシステムとの接続

Creative Inspire 5.1 5200/5300
アナログ5.1chスピーカーシステム

5.1アナログスピーカーシステムを
使ったゲーム、及びDVDムービー
鑑賞

6

5

4

3

2

1

※Creative
Digital 5
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の説明

ーカーに付属 )

アナログ入力

r Live! 5.1 Digital Audioのみ )。

図に戻

か、又

クリッ
表 4  コネクタ、ケーブル、及び機器

番号 説明

1 デジタルDIN入力

2 デジタルDINケーブル (スピーカーに付属 )

3 アナログ /デジタル出力ジャック

4 ライン出力 (緑 )、リア出力 (黒 )ジャック

5 アナログスピーカーオーディオケーブル (スピ

6 フロント、リア、センター、サブウーファーの

7 光デジタル I/Oコネクタ
オプティカル I/Oカードを接続します (Sound Blaste

るにはここをクリックする

は、表の説明のいずれかを

クして下さい。
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AV
(ア
への

各部の

れた図

さい。

びサブウーファーの入力に接続するには、白
ーファー入力にそれぞれ接続して下さい。

の接続

8

d Blaster Live! 5.1カード

Tip : 左 /センターチャンネル
Ring : 右 /サブウーファーチャンネル
アンプ
ナログ6ch)
接続

説明を読むには、丸で囲ま

中の番号をクリックして下

外部機器への接続：
ドルビーデジタルデコーダー
/アンプ

外部機器への接続：
6チャンネルAVアンプ

上級ユーザーのための追加情報
ステレオミニプラグ /ピンプラグ×2オーディオケーブルを使用してセンター、及
のピンプラグをアンプのセンター入力に、そして赤のピンプラグをアンプのサブウ

図 1-10 Sound Blaster Live! 5.1カードと外部機器と

2

6

1

5

3

7

4

Soun
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説明

売 )

アナログ入力

オケーブル3 本 (別売 )

r Live! 5.1 Digital Audioのみ )。

図に戻

か、又

クリッ
表 5  コネクタと外部機器の接続の

番号 説明

1 ドルビーデジタル (AC-3)入力

2 モノラルミニプラグ /ピンプラグケーブル (別

3 アナログ /デジタル出力ジャック

4 6チャンネルAVアンプ

5 フロント、リア、センター、サブウーファーの

6 ステレオミニプラグ /ピンプラグ×2オーディ

7 ライン出力 (緑 )、リア出力 (黒 )ジャック

8 光デジタル I/Oコネクタ
オプティカル I/Oカードを接続します (Sound Blaste

るにはここをクリックする

は、表の説明のいずれかを

クして下さい。
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スピ
配置

続によって透明なゲームサウンド、

がスピーカーにバンドルされていま

/5300)を接続する場合には、Sound 

ログ /デジタル出力ジャックを使用し

3-3ページの「アナログ出力モード

.1以外にこのカードをサポートした

ーカー配置

FL: フロント左
スピーカー

CS: センター
スピーカー

FR: フロント右
スピーカー

RR: リア右
スピーカー

RL: リア左
スピーカー

SW: サブウーファー

RR

FR
ーカーの 6台のスピーカーを使用する場合、リス

ナーを中心に正方形の四隅の位置に設置

し、スピーカーがリスナーの方に向くよ

うにします。コンピューターのモニター

がフロントスピーカーからリスナーへの

音が伝わる経路を妨げないようにしま

す。最も気に入った位置になるまでス

ピーカーの相対的な位置を調整します。

サブウーファーを使う場合には、最高の

低音体感が得られるようにする為に、部

屋の角に置きます。

Creative Inspire 5.1 Digital 5600/5700スピーカーでは、デジタルDIN接

及び音楽を体験出来ます。この接続に必要なデジタルDINケーブル

す。

アナログ5.1チャンネルスピーカーシステム (Creative Inspire 5.1 5200

Blaster Live! 5.1のセンター、及びサブウーファー出力が可能なアナ

ます (アナログモード、及びデジタルモードの切り替えについては、

とデジタル出力モードの切り替え」を参照して下さい )。

ドルビーデジタルのソフトウェアデコードにはSound Blaster Live! 5

ドルビーデジタル対応のソフトウェアDVDプレーヤーが必要です。

図 1-11 推奨するスピ

ユーザー

SW CS

FL

RL
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ソフ

ドラ
アプ
ン

und Blaster Live! 5.1カードを最大

e! 5.1を使用する為には、ドライバ

ているおおまかなインストール

合があります )共通です。

アをインストールする場合には、

語版ソフトウェアの中には一部、

フトウェアのみ (Creative製ソフ

た場合、及び英語版ソフトウェアこのマ

ンスト

OSのバ

場合が

画面と

ものと

インス

CDを

その際

ンスト
ドライバをインストールするダイ
アログ (画面はWindows 98 SEのも
のです )
トウェアのインストール

イバ、及び
リケーショ

Sound Blaster Live! 5.1インストールCDには操作に必要なドライバとSo

限に活かすためのユーティリティが含まれています。Sound Blaster Liv

とユーティリティをインストールする必要があります。以下に記載され

手順は、サポート対象の全てのWindowsに基本的に (一部手順の違う場

インストールCDは、マルチ言語版となっており、日本語版ソフトウェ

インストールメニューから [日本語 ]を選択する必要があります。日本

英語版プログラムが含まれています。テクニカルサポートは日本語版ソ

トウェアのみ )を対象とさせていただきます (他言語をインストールし

は非サポートです。あらかじめご了承願います )。

1. Sound Blaster Live! 5.1カードを取り付け、コンピューター

を起動すると、Windowsは自動的にサウンドカードを検出

します。[新しいハードウェアの追加ウィザード ]ダイア

ログボックスが表示されたら [キャンセル ]ボタンをク

リックします。ダイアログが表示されない場合は手順2に

進んで下さい。

2. CD-ROMドライブにSound Blaster Live! 5.1インストール

CDを挿入します。このCDはWindowsの自動再生モード

に対応しており、インストール画面が自動的に起動しま

す。自動的に起動しない場合は、B-1ページの「ソフト

ウェアの インストールに 関する問題」を参照して下さい。

3. 画面の指示に従ってインストールを完了させます。

ニュアルのソフトウェアイ

ールの説明は、お使いの

ージョンによって異なる

あります。インストールの

手順は、実際に表示される

異なる場合があります。

トール中にWindows OSの

要求される場合があります。

にはOSの指示に従ってイ

ールを進めて下さい。
図 2-1



ソフトウェアのインストール 2-2

注意
Win
ご使

ストール中、図のような画面が表示

、必ず以下の手順でインストールを

2-2 デジタル署名が見つかりませんで
した

2-3 Windowsファイル保護
事項：
dows 2000を
用の場合

Windows 2000のシステムへSound Blaster Live!のソフトウェアをイン

される場合があります。

Sound Blaster Live!のソフトウェアを正しくインストールするために

続行して下さい。

－ 図2-2のような画面が表示された場合：

「はい (Y)」ボタンをクリックし、インストール作業を続行し

て下さい。

－図2-3のような画面が表示された場合：

「キャンセル」ボタンをクリックして、インストール作業を続

行して下さい。

注意 : ここで誤ってWindows 2000 CD-ROMを挿入した場合、Sound 
Blaster Live!のソフトウェアが正しく動作しないことがありま
す。そのような時は、もう一度Sound Blaster Live!のソフト
ウェアをインストールし、図 2-3の画面が表示されたときにあ
らためて「キャンセル」ボタンをクリックして下さい。

図 

図 
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アプ
の削

ョンを更新するためにアプリケー

を完全に削除して下さい。

場合は終了させます。このアプリ

5.1アイコンも含まれます。アンイン

す。

ます。

スが表示されたら [Sound Blaster 

します。

ard]では、[削除 ]以外にも [変更 ]、

をご覧下さい。

ロパティ ]ダイアログボックスを閉

Windo

ロール

が異な

上での

ンライ

Windo

ムの追

場合は

す。画

グボッ

Windo

合があ

いのW

てらし
リケーション
除

問題を解決したり、コンフィギュレーションを変更したり、バージ

ションを再インストールする前に、下記の手順でアプリケーション

アプリケーションをアンインストールするには：

1. Sound Blaster Live! 5.1カードのアプリケーションを起動している

ケーションには、タスクバーに常駐しているSound Blaster Live! 

ストール中に起動しているアプリケーションは削除されません。

2. [スタート ]、[設定 ]、[コントロールパネル ]の順にクリックしま

3. [アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックし

[アプリケーションの追加と削除のプロパティ ]ダイアログボック

Live!]を選択し、[追加 /削除 ]ボタンをクリックします。

4. [Install Shield Wizard]から、[削除 ]チェックボックスをクリック

5. 全てのアプリケーションが削除されます。この [Install Shield Wiz

及び [修正 ]も出来ます。詳細は [Install Shield Wizard]画面の説明

6. [OK]ボタンをクリックして [アプリケーションの追加と削除のプ

じます。

7. コンピューターの再起動を要求された場合は再起動します。

wsの種類によって [コント

パネル ]を表示させる操作

ります。お使いのWindows

操作の詳細はWindowsのオ

ンヘルプをご覧下さい。

ws XPの場合は、[プログラ

加と削除 ] (Windows 2000の

、[変更 /削除 ])になりま

面上のメニューやダイアロ

クス、ボタン等の表記は、

wsの種類によって異なる場

ります。実際の操作はお使

indows上での表示 /表記に

合わせて行って下さい。
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ソフ
イン

ら再度ソフトウェアをインストー

起動します。

トールに 関する問題」を参照して

ボタンをクリックします。
トウェアの再
ストール

オーディオドライバの破損が考えられる場合は、インストールCDか

ルします。これは [Install Shield Wizard]を使います。

1. CD-ROMドライブにインストールCDを挿入します。

このCDはWindowsの自動再生モードに対応しており、自動的に

自動的に起動しない場合はB-1ページの「ソフトウェアの インス

下さい。

2. [Install Shield Wizard]ダイアログボックスが表示されたら [修正 ]

3. 画面の指示に従ってインストールを完了させます。



3
 Sound Blaster Live! 5.1の使用
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So

So
Liv

ster Live! 5.1を最大限に活かすための

使用するソフトウェアのオンライン

にクリックし、起動したいアプリ

Cre
Dia

I、又は、CDのオーディオ再生、録
und Blaster Live! 5.1の使用

und Blaster 
e! 5.1の使用

さまざまなソフトウェアがSound Blaster Live! 5.1を支え、Sound Bla

お手伝いをします。

❑ Creative Diagnose

❑ Surround Mixer

❑ AudioHQ

• SoundFont コントロール

• Creative キーボード

• EAXコントロール

❑ Creative Wave Studio

❑ Creative PlayCenter

❑ Creative Recorder

Sound Blaster Live! 5.1に含まれるソフトウェアの詳細な操作方法は、

ヘルプで説明されています。

Creativeソフトウェアアプリケーションを起動するには：

1. [スタート ]、[プログラム ]、[Criative]、[Sound Blaster Live!]の順

ケーションをクリックします。

ative 
gnose

Creative Diagnoseを使うと使用するオーディオカードのWave、MID

音、及びスピーカー出力に関する機能を短時間でテスト出来ます。



Sound Blaster Live! 5.1の使用 3-2

Su
Mix

設定したり管理する中枢神経で

成されています。

メイ 換えることが出来ます。

設定空間に設置出来ます。

をテスト出来ます。

ミキ

ンスの調整。

参照して下さい。

Surrou

定に戻

ン、[プ

[Sound

Restor

ます。

カービュー
rround 
er

Creative Surround Mixerは、Sound Blaster Live! 5.1カードの各種の状態を

す。これはメインデッキとミキサーデッキという2種類のデッキで構

ンデッキ メインデッキの左側にある2つのボタンにより、2種類のビューを切り

• EAXでは自分専用のオーディオ環境を作成し、音源をスピーカーの

• スピーカービューではスピーカー設定を選択し、スピーカーの出力

サーデッキ ミキサーデッキでは、下記の操作を行えます。

• 各種のオーディオ入力ソース、及び出力ソースの選択。

• オーディオ入力ソースの音量レベルを調整。

• トレブルとバスレベル、フロント /リアバランス、又は、左 /右バラ

Surround Mixerで実行可能な内容の詳細についてはオンラインヘルプを

nd Mixerをオリジナルの設

すには、[スタート ]ボタ

ログラム ]、[Creative]、

 Blaster Live!]、[Creative 

e Defaults]の順にクリックし
ミキサー
デッキ

メイン
デッキ

スピー



Sound Blaster Live! 5.1の使用 3-3

アナ
デジ
切り

ンタースピーカーとサブウー

ネルのデジタル出力やエンコー

には、以下の手順に従って下さ

ます。

リックして選択します (ヘッド

ある赤いプラス (+)の記号をク

ックスをクリックして選択しま

バス
使用

クツチャンネル1つが実現され

、サテライトスピーカーは低周

ント、リア、及びセンターチャ

ンネルに加え、より深いサブ
ログ出力モードと
タル出力モードの
替え

Sound Blaster Live! 5.1カードのアナログ /デジタル出力ジャックは、セ

ファーにオーディオ出力 (アナログ )するようになっています。6チャン

ド (圧縮 ) AC-3 (ドルビーデジタル ) SPDIF出力を使用出来るようにする

い。

1. Surround Mixerのメインデッキで [スピーカー ]ボタンをクリックし

2. [スピーカー ]ビューで [デジタルアウトのみ ]チェックボックスをク

フォンモードを除く全てのスピーカーモードで使用出来ます )。

別の方法として以下の手順を使用することも可能です。

1. Surround Mixerのミキサーデッキで [ボリューム ]コントロールの上に

リックします。

2. 表示されたダイアログボックスで [デジタルアウトのみ ]チェックボ

す。モードの変更は [スピーカー ]ビューに反映されます。

出力先変更の ドルビーデジタルではフルレンジのチャンネル5つとバスのみのエフェ

ます。しかし、ほとんどのマルチメディアスピーカーシステムでは通常

波数部を再現出来ません。バス出力先変更を有効にすることによりフロ

ンネルの低周波数部の出力先を変更して低周波数エフェクツ (LFE)チャ

ウーファー出力を生成することが出来ます。

バス出力先変更を有効にするには：

1. Surround Mixerのメインデッキで [スピーカー ]ボタンをクリックし

ます。

2. 5.1 Speakerモードが選択されていない場合は [スピーカー ]ビューで

[スピーカー構成 ]ボタンをクリックし、5.1スピーカーモードを選

択します。

3. [詳細設定 ]ボタンをクリックします。

4. 表示されたダイアログボックスで [バスリダイレクション ]ボタンを

クリックします。



Sound Blaster Live! 5.1の使用 3-4

ドル
(AC
グの

Blaster Live! 5.1カードはドルビーデ

します。Creative Inspire 5.1 5200/5300

ンドを再生するのに理想的なスピー

を楽しむために、外部ドルビーデジ

ディングは以下の手順で有効にしま

スの選択を取り消します。

[AC-3デコード ]ボタンを押して有

能を有効にしないで下さい。この設

力されます。

出力したい場合には (AC-3パスス

に設定して下さい。又、外部のデ

デジタルケーブル (ピンプラグ )が
ビーデジタル
-3)デコーディン
使用

ドルビーデジタルデコーディングを有効にすることによってSound 

ジタルストリームを独立した6つのアナログチャンネルにデコード

スピーカーシステムは、デコードされたドルビーデジタル5.1chサウ

カーシステムです。従ってマルチスピーカーのサラウンドサウンド

タルデコーダーは必要ありません。ドルビーデジタル (AC-3)デコー

す。

1. [スピーカー ]ビューで、[デジタルアウトのみ ]チェックボック

2. 前のセクションで説明されている手順1から手順3に従い、次に

効にします。

ただし外部ドルビーデジタルデコーダーを使用する場合は、この機

定ではドルビーデジタルはソフトウェアデコードされてアナログ出

アナログ /デジタル出力ジャックからドルビーデジタル (AC-3)信号を

ルー )、忘れずにSound Blaster Live! 5.1カードをデジタル出力モード

コーダーに接続するにはミニプラグ /ピンジャックアダプターと同軸

別途必要となります。



Sound Blaster Live! 5.1の使用 3-5

Au ューターに接続されたSound Blaster 

reative AudioHQ]の順でクリックしま

します。

Sou
コン

メント、又は、DLSファイルや

ムやスペースを設定したり出来ま
dioHQ AudioHQには複数のコントロールユーティリティが含まれ、コンピ

Live! 5.1カードを設定することが出来ます。

AudioHQは次の方法によりアクセス出来ます。

• [スタート ]、[プログラム ]、[Creative]、[Sound Blaster Live!]、[C

す。

• Windowsデスクトップの右下にあるAudioHQアイコンをクリック

ndFont
トロール

SoundFontコントロールを使うとSoundFontファイルやインストゥル

WAVEファイルでMIDIバンクを設定したり、キャッシュアルゴリズ

す。



Sound Blaster Live! 5.1の使用 3-6

MID

]ボタンをクリックするか、又は、

リア ]ボタンをクリックします。あ

外に方法はありません。

て元のサウンドに戻したり、新たに

することによって特定のインストゥ

最新設定が取り除かれます。これに

定も含まれます。

Sound

シュメ

もSou

のメモ

ありま

のファ

域を使
Iバンクの設定 MIDIバンクを設定するには：

1.  SoundFontコントロールの [バンク ]タブをクリックしま

す。

2. [設定バンク ]リストで設定するMIDIバンクを選択します。

3. [ロード ]ボタンをクリックしてMIDIバンクにお好みの

SoundFontファイルをロードします。前回にロードした

ファイルが常に [バンクスタック ]ボックスの最上部に表

示されます。

スタックの最初が矢印で示されます。

4. SoundFontファイルを取り替えるにはファイルをクリックし [置換

ファイルをダブルクリックし交換するファイルを選択します。

5. スタックからバンクを削除するには削除するバンクを選択し [ク

るバンクに派生するバンクの削除は主となるバンクを削除する以

6. 必要に応じて上の手順3、4、又は、5を繰り返します。

SoundFontファイルを交換する代わりにスタックしておくことによっ

選択して使用したり出来るようになります。

元のSoundFontファイルの上に1つ、又は、複数のファイルをロード

ルメントを隠すことが出来ます。

SoundFontファイルを削除すると主となるバンクやその変形バンクの

は [インストゥルメント ]タブページのインストゥルメントの最新設

Fontファイル用のキャッ

モリーを最大値に設定して

ndFont専用の領域としてそ

リーが確保されるわけでは

せん。コンピューターや他

イルも必要に応じてその領

用することがあります。



Sound Blaster Live! 5.1の使用 3-7

イン
の設

ントを単独 (例えば .WAVファイル )

最上部に矢印付きで表示されます。

ントを選択して [クリア ]ボタンを

内にロードされます。SoundFontに

ためシステム性能が損なわれるこ
ストゥルメント
定

インストゥルメントを設定するには

1. [SoundFontコントロール ]ダイアログボックスで [インス

トゥルメント ]タブをクリックします。

2. [設定バンク ]リストでインストゥルメントを設定するバ

ンクを選択します。全てのバンクが選択可能です。

3. [設定インストゥルメント ]リストで設定するインストゥ

ルメントを選択します。

[インストゥルメントスタック ]にインストゥルメントを

ロードしていなくてもこのページにインストゥルメント

のエントリが表示される場合があります。インストゥル

メントは [設定バンク ]タブページにロードされたバンク

にあります。

4. [ロード ]ボタンをクリックしSoundFont、又は、インストゥルメ

でロードします。

最後にロードしたファイルは常にインストゥルメントスタックの

5. スタックからインストゥルメントを削除するにはインストゥルメ

クリックします。

6. SoundFontファイルを迅速に処理するためファイルは、メモリー

使用出来るキャッシュメモリーは最大に設定し、メモリー不足の

とのないようにする必要があります。
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Sou
キャ

Cre
キー

ンしたり再生することの出来るバー
ndFont
ッシュ

[SoundFontコントロール ]ダイアログボックスの [オプション ]

タブページで次のオプションを変更出来ます。

SoundFontキャッシュの大きさを設定するには：

• [SoundFontキャッシュ ]スライダーを動かしキャッシュの

量を設定します。

SoundFontのデバイスを変更するには：

• [オーディオデバイス ]リストから新たなデバイスを選択

します。

ative
ボード

Creative KeyboardはMIDIデバイスで作成された譜面をオーディショ

チャルキーボードです。



Sound Blaster Live! 5.1の使用 3-9

MID

イン
のテ リックします。

けのMIDI入力デバイスがあれば

使ってキーをクリックします。こ

、[すべての音の停止 ]ボタンをク
I入力 MIDI入力デバイスを選択するには：

1. [オプション ]ダイアログボックスの [MIDI入力デバイス ]ボッ

クスで正しいMIDIポートをクリックします。

2. [OK]ボタンをクリックします。

これで外付けのMIDI入力デバイスを使用し作り出したサウンド

をテストすることが出来ます。

外付けのMIDI入力デバイスを使ってMIDIバンクやインストゥ

ルメントを試聴することも出来ます。

まずMIDI入力デバイスをSBLive!に接続し、Creativeキーボード

でそのデバイスを選択します。

ストゥルメント
スト

インストゥルメントをテストするには：

1. Creativeキーボードでテストするバンクやインストゥルメントをク

2. キーボードのキーをクリックしてサウンドをテストします。外付

キーをクリックする代わりにこれを使う方が簡単でしょう。

ヒント

❑ 複数のノートを選択して同時に再生するにはマウスの右ボタンを

の際キーに黒い点が付けられます。

❑ キーを解除するには各キーをひとつずつ右クリックするか、又は

リックして同時に全て解除します。

❑ キーボードを移動するにはマウスでドラッグします。
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EA

Cre
Wa

が出来るWindowsベースのアプリ

生、編集、録音。さまざまな特殊効果

ー、貼り付けなどの編集操作を使

ト。
Xコントロール EAXコントロールによりEMU10K1エフェクツエンジンの設

定が可能となります。エンバイロメントオーディオはオー

ディオ要素から成り、オーディオ要素は低レベルのコンポー

ネントから成るわけですがEAXコントロールは、この低レ

ベルコンポーネントを指定することが出来ます。エンバイロ

メントオーディオは実世界の体験をモデル化したものです。

あらかじめエンターテイメント、ゲーム、コンサートホール

などのエンバイロメントプリセットがいくつか用意されてい

ます。

なお詳細についてはオンラインヘルプを参照して下さい。

ative 
ve Studio

Creative WaveStudioは以下のサウンド編集機能を簡単に実行すること

ケーションです。

❑ 8ビット (テープ品質 )、及び16ビット (CD品質 ) Waveデータを再

やラップ、リバース、エコー、ミュート、パン、切り取り、コピ

用してWaveデータを強化、あるいは独自のサウンドを作成。

❑ 複数のWaveファイルを同時に開いて編集。

❑ 未加工のデータファイル (.RAW)をインポート、及びエクスポー

詳細はオンラインヘルプファイルを参照して下さい。
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Cre
Pla

Cre
Re
ative 
yCenter

Creative PlayCenterは革新的なオー

ディオCD、及びデジタルオーディ

オ (MP3やWMAなど )プレイヤーで

す。コンピューターに保存されたお

気に入りのデジタルオーディオファ

イルの管理に加え、オーディオCD

のトラックを圧縮デジタルオーディ

オファイルにリッピングするための

MP3/WMA統合エンコーダーにもな

ります。最大で320kbpsでトラック

をエンコードすることが出来ます。

ative 
corder

マイクやオーディオCDといったさまざまな入力ソースのサウン

ドやミュージックを録音し、Waveファイル (.wav)として保存す

ることが出来ます。

Recorderの使い方に関する詳細はオンラインヘルプを参照して下

さい。



A
仕様



仕様 A-1

仕様

特徴

PCI
ーが解消されシステムの動作が高

EMU レーション

間

ー

ーにマップ

ステ
ボイ ル化

ルを再生

グサンプリングレート
この項ではサウンドカードの仕様を示します。

バスマスター ❑ PCI仕様バージョン2.1互換

❑ バスマスター方式によりオーディオストリーミングのレイテンシ

速化

10K1™ ❑ ハードウェアにより向上したデジタルエフェクツ処理のアクセラ

❑ 192dBのダイナミックレンジを維持した32ビットのデジタル処理

❑ 最高品質のオーディオ再生を実現する特許を受けた8ポイント補

❑ ハードウェアによる64ボイスのウェーブテーブルシンセサイザ

❑ プロ品質のデジタルミキシング、及びイコライザー処理

❑ 最大32MBのサウンドサンプルをコンピューターのメインメモリ

レオデジタル
スチャンネル

❑ 16ビット全二重動作

❑ ステレオ、モノラル両モードで16ビット、及び8ビットでデジタ

❑ それぞれ任意のサンプリングレートで64のオーディオチャンネ

❑ 8、11.025、16、22.05、24、32、44.1、及び48kHzのレコーディン

❑ 8ビット、及び16ビットレコーディングのディザリング



仕様 A-2

AC 
ミキ

イクロフォン、Aux、そしてTADな

を選択可能

デジタル変換

ボリ
コン

バイス、CDオーディオ、ライン入

DirectSoundデバイス、CDデジタル

ドル
(AC

Cre
Spe
(CM
'97 Codec
サー

❑ EMU10K1のオーディオソースとCDオーディオ、ライン入力、マ

どのアナログソースをミキシング

❑ 録音する入力ソースやさまざまなオーディオソースのミキシング

❑ アナログ入力を48kHzサンプリングレート /16ビットでアナログ

ューム
トロール

❑ ソフトウェアによりマスターやデジタルボイス、そしてMIDIデ

力、マイクロフォン、Aux入力、PCスピーカー、SPDIF、Wave/

(CD SPDIF)からの再生をコントロール

❑ バスとトレブルを個別にコントロール

❑ フロントとリアのバランスをコントロール

❑ 再生するソースのミュート

ビーデジタル
-3)デコーディング

❑ ドルビーデジタル (AC-3)をアナログ5.1チャンネルで出力

❑ Bass Redirectionで重低音再生を強化

ative Multi-
aker Surround™ 
SS™)

❑ バーチャルサラウンドテクノロジー

❑ プロクオリティのパンニング、及びミキシングアルゴリズム



仕様 A-3

接続

オー アナログライン入力

入力

ナログ入力

アナログ入力

ログ入力

オー
ャンネル

用時 )、及びAC-3パススルー出力

リア出力

をサポート

イン

その
性

ディオ入力 ❑ リアブラケット上のステレオミニジャックによるラインレベルの

❑ リアブラケット上のミニジャックによるモノラルマイクアナログ

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのCD_INア

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのAUX_IN

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのTADアナ

❑ カード上の2ピンMolexコネクタのCD_SPDIFデジタル入力

ディオ出力 ❑ リアブラケットのミニジャックによるアナログ /デジタル出力

• アナログ出力：センターチャンネル、及びサブウーファーチ

• デジタル出力：SPDIFデジタル出力 (デジタルDINコネクタ使

❑ リアブラケットのステレオミニジャックによるライン出力、及び

❑ ライン出力でステレオヘッドフォン (インピーダンス32オーム )

タフェイス ❑ D-Sub15ピンジョイスティック /MIDIインタフェイス

他インタフェイス ❑ オプティカル I/Oカード接続用光デジタル I/Oコネクタ



仕様 A-4

オプ
I/O
(So
Liv
Au
入出
イン
ティカル
カード
und Blaster 
e! 5.1 Digital 
dioのみ )
力、及び
タフェイス

❑ 1個の光デジタル (光角型 )入力

❑ 1個の光デジタル (光角型 )出力

❑ Sound Blaster Live! 5.1カード接続用SPDIF_IOコネクタ



B
トラブルシューティング



トラブルシューティング B-1

トラ

ソフ
イン
関す

トールプログラムが起動しない。

Windows Meのみ )

す。

します。

ジャ ]タブをクリックし、CD-ROM

動挿入 ]チェックボックスが選択さ

Wind

の仕

生 ]が

動挿

示さ
ブルシューティング

トウェアの
ストールに
る問題

Windows環境でCD-ROMをドライブに挿入しても自動的にインス

Windowsの自動再生機能が有効になっていない可能性があります。

自動挿入機能を使用して自動再生を有効にするには (Windows 98 SE、

1. [スタート ]、[設定 ]、[コントロールパネル ]の順にクリックしま

2. [コントロールパネル ]の [システム ]アイコンをダブルクリック

3. [システムのプロパティ ]ダイアログボックスの [デバイスマネー

ドライブを選択します。

4. [プロパティ ]ボタンをクリックします。

5. [プロパティ ]ダイアログボックスの [設定 ]タブをクリックし [自

れていることを確認します。

6. [OK]ボタンをクリックしてダイアログボックスを終了します。

ows 2000、及びXPは、OS

様上デフォルトで [自動再

有効になっている為、[自

入 ]チェックボックスは表

れません。



トラブルシューティング B-2

サウ
る問

許可するパワーインタフェースを有

ド、又は、エフェクトが生じた。

ます。

ること。

ドフォン」になっていることを確

択が「再生リダイレクト (What U 

システ

事をさ

する知

は、ご

ないで
ンドに関す
題

IRQが競合しています。

IRQの競合を解決するには以下を試して下さい。

❑ サウンドカードを別のPCIスロットに取り付けます。

❑ システムBIOSで [アドバンストコントロール ]、及び [IRQ共有 ]を

効にします。

オーディオファイルが再生されたとき予期しない過剰な環境サウン

不適切な環境プリセットが選択されている可能性があります。

適切な環境に切り換えるには：

1. [AudioHQ]から [EAXコントロール ]を開きます。

2. オーディオエフェクトの [No effects]、又は、適当な環境を選択し

ヘッドフォンから音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ ヘッドフォンがライン出力 (LIN_OUT1)ジャックに接続されてい

❑ サラウンドミキサーのメインデッキでスピーカーの選択が「ヘッ

認します。

❑ サラウンドミキサーのメインデッキでレコーディングソースの選

Hear)」になっていることを確認します。

ムに重大な問題が発生する

ける為、十分なBIOSに関
識と操作経験がない場合に

自身でBIOSの変更は行わ
下さい。
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されていること。

ェックボックスのミュートが解除さ

場合は、Surround MixerでAuxiliary

スを選択して下さい。

ていることをSurround Mixerで確認
4スピーカー配置ではリアスピーカーからの音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ リアスピーカーがカードのリア出力 (LIN_OUT2)ジャックに接続

❑ 以下のいずれかのソースからサウンドを再生している場合

• CD Audio

• Line In

• TAD

• Auxiliary (AUX)

• マイクロフォン

問題を解決するには：

1. Surround Mixerの [再生コントロール ]で再生しているソースのチ

れ、そのソースが有効となっていることを確認します。

2. 録音のソースと同じソースを選択します。

例えばDVDゲームのプレイやDVDムービーの再生を行っている

デバイスのミュートを解除し、録音ソースとしてAuxiliaryデバイ

❑ 環境を変更した場合はアクティブなソースのミュートが解除され

して下さい。



トラブルシューティング B-4

ことを確認します。次に、正しい

ます。それでもまだ音が聞こえない

タルアウトのみ ]チェックボックス

選択されている場合は [デジタルア

聞くにはデジタルスピーカーを接続

ルプの [デジタルアウトのみ ]の項を

ル再生時、オーディオが出力されな

いる。

ていない。

るいはその両方のページで [オリジナ

します。Creative Mixerを使うと必

、又は、リア出力ジャックに接続
スピーカーから音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ まず最初にスピーカーがサウンドカードの出力に接続されている

ソースのミュートが解除されていることをMixerデッキで確かめ

場合はVOLつまみの上にある赤いプラス記号をクリックし [デジ

が選択されているかどうか確認します。このチェックボックスが

ウトのみ ]モードになっているので、サウンドカードからの音を

しなければなりません。詳しくは、Surround Mixerオンラインヘ

参照して下さい。

.wavファイルやMIDIファイル、AVIクリップなどのデジタルファイ
い。

可能性のある原因は、以下のとおりです。

❑ スピーカーのボリュームつまみが適切に設定されていない。

❑ 外付けアンプ、又は、スピーカーが誤ったジャックに接続されて

❑ ハードウェアコンフリクトが起こっている。

❑ Surround Mixerの [メインデッキ ]でスピーカーが正しく選択され

❑ EAXコントロールの [マスター ]タブ、又は、[ソース ]タブ、あ

ルサウンド ]スライダーが0%に設定されている。

以下を確認して下さい。

❑ スピーカーの音量コントロールノブがある場合、中程度の範囲に

要に応じて音量を調整出来ます。

❑ アンプ内蔵スピーカー、又は、外部アンプはカードのライン出力

します。
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ージの「I/Oコンフリクトの解決方

の選択。

ページのマスターオリジナルサウン

CD Inコネクタが接続されていること

由で音楽CDを聴くには、デジタル

ジタル再生を有効にして下さい。

パネルを開きます。

リックします。

[音楽CD]タブを選択します。

チェックボックスにチェックをし

ドラ

CD-R

によ

未対

のド

して

• PC

ロー

け

には

てい

注意

• 音楽

Cre

MP
❑ カードと周辺機器がコンフリクトを起こしていないこと。B-10ペ

法」を参照して下さい。

❑ スピーカー、又は、ヘッドフォンに対応する [スピーカー構成 ]

❑ [EAXコントロール ]ダイアログの [マスター]、及び [ソース ]タブ

ドのエフェクト量スライダーが100%に設定されている。

CD-Audio再生時、オーディオが出力されない。

問題を解決するには：

❑ CD-ROMドライブのAnalog Audioコネクタとサウンドカードの

を確認します。

音楽CDを再生しても音が出ない

CDオーディオケーブルをSound Blaster Live!に接続せず、PCIバス経

CD再生が有効になっている必要があります。下記の手順に従ってデ

Windows 98 SEの場合

1. [スタート ]をクリックしてスタートメニューを開きます。

2. [設定 ]、[コントロールパネル ]の順にクリックし、コントロール

3. コントロールパネル内の [マルチメディア ]アイコンをダブルク

4. [マルチメディアのプロパティ ]のダイアログボックスの中から

5. [このCD-ROMデバイスでデジタル音楽CDを使用可能にする ]の

ます。

6. [OK]をクリックします。

イブ (CD-ROM、DVD-ROM、

W、DVD-RAM等 )のモデル

っては、デジタルCD再生に

応の場合があります。お使い

ライブがこの機能をサポート

いるか事前にご確認下さい。

MCIAカードのATAコント

ラー経由で接続される外付

CD/DVD-ROMドライブの中

デジタルCD再生に対応し

ないものもありますのでご

下さい。

CD再生時のボリュームは

ative Audio Mixer中のWave/

3になります。
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マネージャ ]タブをクリックしま

で右クリックします。

。

チェックします。

リックします。

ア ]タブをクリックします。

いのドライブの名前が表示されま

。

チェックします。
Windows Meの場合

1. [マイコンピュータ ]のアイコンを右クリックします。

2. [プロパティ ]をクリックします。

3. [システムのプロパティ ]ダイアログボックスの中から [デバイス

す。

4. [DVD/CD-ROMドライブ ]アイコンをダブルクリックします。

5. お使いになっているドライブの名前が表示されますので名前の上

6. [プロパティ ]をクリックします。

7. [プロパティ ]タブをクリックし、ダイアログボックスを開きます

8. [このCD-ROMデバイスでデジタル音楽CDを使用可能にする ]に

9. [OK]をクリックします。

Windows 2000/XPの場合

1. コントロールパネルを開きます。

2. コントロールパネルの中にある [システム ]アイコンをダブルク

3. [システムのプロパティ ]ダイアログボックスの中の [ハードウェ

4. [デバイスマネージャ ]ボタンをクリックします。

5. [DVD/CD-ROMドライブ ]アイコンをダブルクリックするとお使

す。

6. ドライブ名の上で右クリックします。

7. メニューが現れたら [プロパティ ]をクリックします。

8. [プロパティ ]タブをクリックし、ダイアログボックスを開きます

9. [このCD-ROMデバイスでデジタル音楽CDを使用可能にする ]に

10. [OK]をクリックします。
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フトウェアミキサーアプリケーショ

源の左右バランスをSurround Mixerの

きに発生します。例えば、Windows 

はCDオーディオを右側にパンするよ

ースのバランスを中央に戻します。

はなくなります。

VIA
トの
ドの
れる
送の

付けるとごく一部ですが次のような

ったり (「ハング」したり )、自動的
されなかったり破損したりする。

プセットが組み込まれたごく一部の
ソースをパニングすると音が消えることがある。

この状態は [デジタルアウトのみ ]モードでSurround Mixer以外のソ

ン (例えばWindows Volume Controlアプリケーション )を使って、音

メインデッキの音源をパンする位置と比較して反対側に設定したと

Volume ControlのCDオーディオバランスが左側でSurround Mixerで

うな場合です。

問題を解決するには：

❑ Surround Mixer以外のミキサーを開き、全てのオーディオ入力ソ

これでSurround Mixerでソースをパニングしても音が消えること

チップセッ
マザーボー
一部に見ら
ファイル転
問題

Sound Blaster Live!カードをVIAチップセットのマザーボードに取り

問題が生じる場合があります。

サイズの大きなデータを転送するとコンピューターが反応しなくな

に再起動されたり、あるいはデータが別のドライブから完全に転送

これらの問題はマザーボードにVIA VT82C686Bコントローラーチッ

コンピューターに見られます。
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を確認するには：

図 B-1 [デバイスマネージャ]タブ
マザーボードにVT82C686Bチップセットが組み込まれているどうか

❑ コンピューターのマザーボードのマニュアルを参照するか、又は

❑ Windows環境の場合：

1. [スタート ]、[設定 ]、[コントロールパネル ]の順にク

リックします。

2. [システム ]アイコンをダブルクリックします。

3. [デバイスマネージャ ]、又は、[ハードウェア ]タブを

クリックします。

4. [システム デバイス ]アイコンをダブルクリックします。

5. 表示されたリストに図 B-1に示されている項目が含まれ

ているかどうか確かめます。

6. これらの項目が表示されている場合はコンピューターの

カバーを取り外し、マザーボード上のVIAチップセット

の場所を確かめます。

(1-7ページの安全上の予防措置に注意して下さい )。

VT82C686Bチップセットにはチップ上にモデル番号が

記載されています。
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に連絡し、最新の解決策を入手す

することが出来る場合があります。

する※

する※

Creativeはこれらのウェブサイトから得た
ザーの便宜をはかることのみを目的とし

不十
So
キャ

MIDIファイルがロードされていた

SoundFontキャッシュスライダーを

メインメモリーに依存します。

合：

ンク ]ボックスで設定されている
VT82C686Bチップセットが含まれている場合：

❑ まず最初にコンピューター販売店もしくはマザーボードの製造元

ることをお勧めします。

❑ 次のいずれか、又は、両方を行うことによって上記の問題を解決

• http://www.viatech.comからVIA 4in1ドライバをダウンロード

• マザーボードの最新のBIOSを製造元のウェブサイトから入手

※これらのウェブサイトのコンテンツは他社の管理下にあります。
情報やダウンロードに対して責任を負いません。この情報はユー

て提供されています。

分な
undFont
ッシュ

SoundFontsをロードするためのメモリーが不十分である。

SoundFontsに割り当てられたメモリーが不十分なままSoundFont互換

り再生されているとこの状態になることがあります。

SoundFontキャッシュを多く割り当てるには：

[SoundFontコントロール ]ダイアログのオプションタブページで

右に移動します。

割り当てられるSoundFontキャッシュはコンピューターの使用可能な

コンピューターの使用可能なメインメモリーがまだ不足している場

[SoundFontコントロール ]ダイアログの [バンク ]タブで [設定バ

SoundFontバンクを容量の小さいものに変更します。
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ジョ
クに ィックポートがコンフリクトを起こ

システムのジョイスティックポー

スティックの位置を計算する場合が

の位置を範囲外と推定し、誤って決

ムBIOS設定の 8ビット I/Oリカバ

ードを調節してクロックを遅くする

ィックをお試し下さい。

I/O
トの

設定されているとコンフリクトが

用してサウンドカード、又は、コ

い。

、サウンドカードやその他の基本的

ど )以外のカードを一度、全て取り

づつカードを取り付けていきます。

システ

事をさ

する知

は、ご

ないで

Windo

「トラブ

を参照
イスティッ
関する問題

ジョイスティックが動作しない。

サウンドカードのジョイスティックポートとシステムのジョイステ

しています。

問題を解決するには：

サウンドカードのジョイスティックポートを無効にし、代わりに

トを使用して下さい。

ジョイスティックが適切に動作しないプログラムがある。

プログラムはシステムのプロセッサータイミングを使用してジョイ

あります。プロセッサーが高速だとプログラムがジョイスティック

定してしまうことがあります。

問題を解決するには：

通常BIOSの [チップセットの機能設定 ]セクションにあるシステ

リータイムの値を大きくします。もし可能ならば、ATバススピ

のも有効です。これでも問題が解決しない場合は別のジョイステ

コンフリク
解決方法

サウンドカードと別の周辺機器が同じ I/Oアドレスを使用するように

発生することがあります。

I/Oコンフリクトを解決するにはWindowsのデバイスマネージャを使

ンフリクトを起こしている周辺機器のリソース設定を変更して下さ

どのカードがコンフリクトの原因となっているか分からない場合は

なカード (例えばディスクコントローラーやグラフィックスカードな

外しデバイスマネージャがコンフリクトの発生を示すまで再度1枚

ムに重大な問題が発生する

ける為、十分なBIOSに関
識と操作経験がない場合に

自身でBIOSの変更は行わ
下さい。

wsのヘルプファイルにある

ルシューティング」の項

することも出来ます。
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ール パネル ]をクリックします。

ルクリックします。

ジャ ]タブをクリックします。

トを起こしているサウンドカード

を起こしているデバイスは感嘆符 (!)

します。

K]ボタンをクリックします。

バイスにリソースを割り当て直すこ
Windows環境でハードウェアコンフリクトを解決するには：

1. [スタート ]ボタンをクリックし [設定 ]をポイントして [コントロ

2. [コントロール パネル ]ウィンドウの [システム ]アイコンをダブ

3. [システムのプロパティ ]ダイアログボックスの [デバイス マネー

4. [サウンド、ビデオ、及びゲームのコントローラ ]からコンフリク

を選択し [プロパティ ]ボタンをクリックします。コンフリクト

で示されます。

5. [プロパティ ]ダイアログボックスの [リソース ]タブをクリック

6. [自動設定 ]チェックボックスが選択されていることを確認し [O

7. Windowsがサウンドカード、及びコンフリクトを起こしているデ

とが出来るようにコンピューターを再起動します。
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Wi
での

ドウェアインストレーションエラー

フトウェアを提出することを強く勧

又は、Microsoft検定に合格しなかっ

るかもしれませんがその場合は [続

バのテストを行いコンピューターの
ndows XP
問題

アプリケーションがインストールされているとWindows XPでハー
メッセージが表示される。

Microsoft社は各ベンダーに対してMicrosoft社による検定のためのソ

めました。ハードウェア機器のドライバが提出されなかった場合、

た場合、下図のような警告メッセージが表示されます。

Creativeドライバのインストール時にこの警告メッセージが表示され

行 ]ボタンをクリックして下さい。弊社ではWindows XP上でドライ

性能を低下させ不安定にしないことを確認しています。
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